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年
の
瀬
に
、
来
る
べ
き
年
よ

り
、
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
の
思

い
が
多
く
な
る
の
は
、
ま
さ

に
歳
の
せ
い
だ
▼
ク
リ
ス
マ

ス
に
、
シ
ョ
ウ
ウ
イ
ン
ド
ー

の
中
に
ツ
リ
ー
が
あ
っ
た
。
形
は
小

さ
か
っ
た
が
、
１
０
０
円
札
を
何
枚

も
ぶ
ら
下
げ
飾
っ
て
い
た
。
母
が
「あ

る
所
に
は
あ
る
ん
だ
ね
ー
」と
つ
ぶ
や

く
の
を
隣
で
聞
い
て
い
た
。
子
ど
も

へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

思
い
も
よ
ら
な
い
生
活
の
な
か
で
、

母
の
一
言
は
切
な
さ
を
も
っ
て
、
ま

だ
10
歳
に
も
満
た
な
か
っ
た
が
、
記

憶
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
▼
そ
れ
か
ら

数
十
年
。
最
近
読
ん
だ
本
に
『下
流

老
人
』（藤
田
孝
典
著
）が
あ
る
。
13

万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
い
う
。
高

齢
者
の
貧
困
は
一
部
の
人
で
は
な

く
、
年
収
４
０
０
万
前
後
の
人
も
、

近
い
将
来
下
流
リ
ス
ク
が
生
ず
る

恐
れ
が
あ
る
と
し
、
大
き
な
関
心
を

呼
ん
で
い
る
▼
下
流
老
人
を
「生
活

保
護
基
準
相
当
で
暮
ら
す
高
齢
者

お
よ
び
そ
の
恐
れ
が
あ
る
高
齢
者
」

と
定
義
し
、
そ
の
数
６
０
０
～
７
０
０

万
人
と
推
定
し
、
貧
困
に
対
し
真

剣
に
向
き
合
わ
な
い
国
に
未
来
は

な
い
と
断
じ
て
い
る
▼
一
筋
の
光
は

「
国
民
連
合
政
府
」
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
多
く
の
国
民
の
意
思
で
「戦

争
法
」を
廃
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、
そ
の
力
は
国
民
生
活
の
改
善

に
注
が
れ
る
に
違
い
な
い
と
感
じ
る
。

下
流
で
あ
っ
て
も
穏
や
か
な
、
清
ら

か
な
流
れ
を
願
う
。

（Ｈ
）

短信

北
川
原
公
園
は
昭
和
54
年
、
日
野
市

内
東
部
地
域
に
都
市
計
画
公
園
と
し
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
用
地
買
収

は
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
未
整
備
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

突
然
の
通
過
道
路
計
画

今
年
10
月
４
日
、
日
野
市
は
「
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
路
築
造
に
伴
い
、

北
川
原
公
園
の
整
備
を
行
う
」
と
し
て

周
辺
の
４
つ
の
自
治
会
に
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。
突
然
の
計
画
に
参
加
者
の

多
く
は
「
こ
れ
は
公
園
整
備
で
は
な
い
。

ご
み
運
搬
車
の
た
め
の
道
路
づ
く
り
だ
」

な
ど
と
反
発
。
「
白
紙
に
戻
せ
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
の
目
的
は
終
末
処

理
場
周
辺
の
環
境
整
備

昭
和
53
年
12
月
発
行
の
日
野

市
「
広
報
」
は
、
下
水
終
末
処

理
場
な
ど
の
施
設
が
集
中
す
る

東
部
地
域
に
都
市
公
園
を
整
備

す
る
目
的
に
つ
い
て
「
同
じ
市

民
の
間
に
加
害
と
被
害
の
格

差
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
、

東
部
地
域
に
豊
か
な
対
策
と

感
謝
を
も
っ
て
の
ぞ
む
」
と

し
同
公
園
計
画
を
説
明
。
日

野
市
の
「
緑
の
基
本
計
画
」
で
は
「
運

動
競
技
の
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
、
鑑
賞
、
歓
談
な
ど
、
総
合
的
に

利
用
で
き
る
よ
う
整
備
す
す
め
る
」
と

し
、
「
市
民
参
画
に
よ
る
推
進
」
を
う

た
っ
て
い
ま
す
。

無
理
無
法
な
ご
み
搬
入
路

中
野
市
議
が
12
月
議
会
で
追
及

同
公
園
は
、
都
市
計
画
公
園
と
し
て

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
都
市
計
画
法
、

都
市
公
園
法
に
照
ら
し
て
も
公
園
内
に

車
道
を
通
す
こ
と
な
ど
許
さ
れ
な
い
も

の
で
す
。
都
市
公
園
法
に
は
「
園
路
」

「
兼
用
工
作
物
」
な
ど
の
規
定
は
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
「
公
園
の
効
用
を

全
う
す
る
」
「
相
互
に
効
用
を
兼
ね
備

え
る
」
も
の
で
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
ま
す
。

今
年
３
月
に
は
、
兼
用
工
作
物
と
し

て
車
道
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
の
東
京
都
の
判
断
も
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
し
て
や
車
道
を
「
園
路
」
と

し
て
扱
う
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
不
可
能

な
こ
と
で
す
。
日
野
市
は
そ
の
こ
と
を

承
知
の
上
で
計
画
を
進
め
た
こ
と
に
な

り
、
そ
の
責
任
は
極
め
て
重
大
で
す
。

《
未
整
備
の
北
川
原
公
園
》

園
内
に
「
ご
み
収
集
車
」
の
通
過
道
路

【都市計画公園とは】
都市計画法で決定された都市

公園のこと。指定された地域の

土地利用については「公共介入」

が行われます。「計画」実現の

妨げとなる土地利用は強制収容

されるなど強い規制があります。

それだけに「計画」の目的に反

する利用などは、法的にも許さ

れるものではありません。

中
野
市
議
の
質
問
に
対
す
る

大
坪
市
長
の
答
弁

ど
う
法
的
に
整
理
す
れ
ば
い
い
か
、

こ
の
場
で
ど
う
す
る
と
申
し
上
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
然
、
法

令
遵
守
の
も
と
で
東
京
都
と
の
協
議

を
し
な
が
ら
道
を
さ
ぐ
る
と
い
う
の

が
、
今
の
私
の
立
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
写
真
）
２
０
号
バ
イ
パ
ス

正
面
が
石
田
大
橋
。
橋
の
手
前
の
左
右
が
公
園
予
定
地
。

左
の
白
い
建
物
は
、
い
な
げ
や
万
願
寺
店



６
月
の
駐
輪
場
有
料
化
に
伴
い
、

「
一
時
利
用
が
で
き
な
く
て
不
便

だ
」
「(

駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が)

空
い

て
い
る
の
に
な
ぜ
使
え
な
い
の
か
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
10
月
15
日
よ
り
駐
輪
場
の

一
時
利
用
が
拡
大
さ
れ
る
措
置
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
期
利
用
の
調
査
を
行
い
、
利

用
率
を
踏
ま
え
て
一
時
利
用
ス
ペ
ー

ス
の
拡
大
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

新
た
に
拡
大
に
な
っ
た
場
所
は
、

日
野
駅
西
第
３
、
豊
田
駅
南
第
３
、

高
幡
不
動
駅
北
第
３
・
第
４
・
南

臨
時
、
南
平
駅
北
第
１
駐
輪
場
の

６
カ
所
。

ま
た
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

の
み
日
野
駅
東
第
１
、
豊
田
駅
南

第
２
で
一
時
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
は
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（S

u

ic
a

な
ど
）
が
必
要
で
す
。

な
お
、
６
月
ス
タ
ー
ト
時
点
で

一
時
利
用
が
可
能
な
駐
輪
場
は
、

日
野
駅
西
第
２
駐
輪
場
、
高
幡
不

動
駅
南
第
１
駐
輪
場
、
南
平
駅
南

第
３
駐
輪
場
、
万
願
寺
駅
東
第
２

駐
輪
場
の
４
カ
所
で
、
こ
こ
で
は

現
金
１
０
０
円
で
の
利
用
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

《２０１6年 1月の無料法律相談 》

市役所６階 共産党控室 午後１時～３時

1月 14日（木）

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。

ご
感
想
・
ご
意
見
を

お

寄

せ

下

さ

い

。

落語は楽しい～

１１月２９日、日本共産党日野西部後援会主催の

「第２回落語をきく会」が豊田南地区センターで催

され、中央大学落語研究会の皆さんによる落語に大

いに笑いました。地域の皆さんが多数参加しました。

演目は「親子酒」など古典が中心で、終了後昼食

をとりながら、普段の練習方法などを聞いたりして

歓談しました。

熱
演
す
る
落
研
の
皆
さ
ん

平山橋から南平駅へ向かう浅川堤防道路

「道路の改修をやってほしい」などの要望が出さ

れていた堤防道路の工事が始まります。道路は１２

月中旬から来年５月末の予定。合わせて浅川河川の

工事が、１０月２６日から来年３月２５日予定で行

われています（写真）。

道路幅は６ｍ（車道４.５ｍ、歩道１.５ｍ）、ポ

ストコーンで車道と歩道が区別されます。

南平地域の要望が一部実現

ミニバス北野街道路線が新設される

１０月に開かれた第２２回日野市地域公共交通会議

で、ミニバス南平路線に「北野街道口 ⇒南平 ⇒高

幡不動駅」間が新設され運行されることになりました

（現在の北野街道口〈南平２丁目〉から北野街道を、

空車で回送している経路を営業路線化する）。

以前、南平地域住民から出された請願の一部が実現

することになります。

■新設される経路 「北野街道口 ⇒南平（３・４丁

目） ⇒高幡不動駅」（北野街道を運行）。■運行本

数 １２本（予定）

■運行時間帯 １５時台～２０時台（予定）

■運 行 開 始 平成２８年度（2016年度）下半期（予

定）

※この件の詳細は日野市のホームページから見ること

ができます。

※ミニバス「川辺堀之内路線」の停留所・第二小学校

入口は「豊田小学校入口」に変更されていま

す。（２０１５年４月１日から）

これで分かる日野市のごみ問題
監査請求をすすめる会のパンフレット

◆広域化計画の問題点

◆監査請求の内容と結果

◆付属資料

※300円のカンパをお願いしています。

お申込みは中野あきと事務所へ

市
営
駐
輪
場
の

一
時
利
用
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

有
料
駐
輪
場

河
川
工
事
が
始
ま
る


